
















詞ク動詞」(以下 A ク V)と「名詞ニ動詞」(以下 N ニ V)の棲み分けに注目した論考である。
本稿は大規模コーパス、現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)の用例に基づいて、「赤











(1） 牛肉を きれいに 切る。
(2） マイクを しっかりと 握る。




(4） 壁を 赤く／赤に 染める。
(5） 星が 赤く／赤に 光る。









































  例：染める、塗る、腫らす 
・主体動作動詞：動作のみを捉えている動詞、自動詞も他動詞もある。それのテイル形
は能動の場合でも受動の場合で動作の継続を表す。 
  例：光る 燃える 輝く 
・主体変化動詞：主体の変化を捉え、テイル形は結果継続を表す。 



















く壁を染める」のように、「A ク N ヲ V」のように動詞と直接結びつかない場合がある。し
たがって、検索条件は「赤ク／赤ニ」の後十語以内に動詞が含まれるものに設定した。 
 この検索条件で、「赤ク V」の用例を 2460 件、「赤ニ V」の用例を 912 件入手した。手作
業で「赤ク」・「赤ニ」が動詞とは係り受けの関係ではない場合(赤くも腫れてもない)と慣用
表現の場合(朱に交われば赤くなる)などを除外する。以上の作業を通して、「赤ク動詞」を
1405 例、「赤ニ V」を 94 例入手した 
 
4. 「赤ク V」と「赤ニ V」の分布 ―文の成分と動詞の種類― 
4.1 全体的な傾向 
 まず、「赤ク V」と「赤ニ V」の分布の全体的な傾向は下の通りである。 
 
表 1 データの内訳 
 赤ク V 赤ニ V 
補
語 
なる 590 26 




主体動作・客体変化動詞 146 12 
主体動作動詞 101  7 
主体変化動詞  405 45 






 「補語」となる場合、「赤ク V」と「赤ニ V」は「なる」と「する」との共起が見られる。 
 
表 2「補語」となる場合 
 赤ク V 合計：29 例 赤ニ V 合計：724 例 












染める 85 彩る 3 塗装する 3 
染色する 1 着色する 1 





塗る 32 変える 3 腫らす 3 熱
する 3 熟す 2 焼く 2 付ける
1(以下同じ) 仕上げる 括る 塗
り替える 
塗る 2  焼く 1 









光る 26 燃える 21 輝く 20 照ら
す 7 点滅する 5 発色する 3 日
焼けする 2  
照り映える 2 点灯する 2 発光
する 1 晒す 1 てかる 1 紅潮す
る 1 差す 1 





選択する 2 流れる 1 高潮する 1 







 赤ク V 合計：405 例 赤ニ V 合計：45 例 
単純に変化を意
味する動詞： 
変化する 6 変わる 5 変わる 18 変化する 4  
色彩の変化を含
意する動詞：  
染まる 144 色付く 30 濁る 9 
変色する 2 紅葉する 1 黒ずむ 1  
染まる 9 色付く 6 紅葉する 1 
色彩の変化を含
意しない動詞： 
腫れる 50 爛れる 19 充血する
11 熟れる 7 焼ける 6 錆びる 5 
残る 4 実る 4 写る 4 表示する
4 盛り上がる 4 熾る 4 潤む 4 
膨らむ 4 咲く 3 滲む 3 浮き上
がる 3 濡れる 3 覆う 2 茹で上
がる 映える 浮かび上がる 腐
る 広がる 荒れる 熟する 焦
見える 5 熟れる 2  
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げる 揺らめく 目立つ 育つ 
気触れる ささくれる 灼熱する
1 萌える 弾ける 泣き腫らす 
汚れる ぷつぷつする むくれ上
がる 禿げる 茹だる 浮き出る 
粘つく 尖る 膨れる 負う 縮
れる ささくれ立つ 透き通る 
上気する 突き出る ぶつぶつす
る はためく 連なる かじかむ 
しぶく 膨れ上がる 湿潤する 
帯びる 残す 淀む 仕上がる 
彫る 流れ出る つやつやする 
保つ 括弧る 変身する 析出す
る 
 
 次の節では、「赤ク V」と「赤ニ V」の棲み分けについて考える。 
 
5. 「赤ク V」と「赤ニ V」の棲み分け 
5.1 「補語」の場合 
 動詞「なる」と共起する場合、「赤ニ V」の用例が少なく 26 例である。そのうち、「交通
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